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ドイツ語（初級 B） 第 26回  形容詞・副詞の比較 

 

範囲：教科書 S. 62-64（CD トラック 78-82） 

 

《今回の基本例文》 

90. Deutsch ist so schwer wie Französich.（CD78-2） 

ドイツ語はフランス語と同じくらい難しい。 

［同等比較（so＋原級＋wie）］ 

91. Die Jungfrau ist höher als der Fuji.（CD79-3） 

ユングフラウは富士山より高い。 

［比較級の述語的用法（比較級＋als）］ 

92. Barbara ist die kleinste in ihrer Familie.（CD80-1） 

バルバラは家族のなかで最も背が低い。 

［最上級の述語的用法（定冠詞＋...ste）］ 

93. Der Blick auf den See ist von hier am herrlichsten.（CD81-1） 

湖への眺望は、ここからが最もすばらしい。 

［最上級の述語的用法（am＋...sten）］ 

94. Die Donau ist ein längerer Fluss als der Rhein.（CD82-2） 

ドナウ川はライン川より長い河川である。 

［比較級の付加語的用法（混合変化）］ 

95. Der Pazifik ist das größte Meer der Welt.（CD82-4） 

太平洋は世界最大の海洋である。 

［最上級の付加語的用法（弱変化）］ 

 

授業第 25回補足練習問題の解答 

1. Ich kenne einen deutschen Professor, der oft nach Japan kommt. 

私は、日本によく来るドイツ人のある教授を知っている。（男性 1 格） 

2. Aus Franken kommt der Wein, dessen Flasche eine besondere Form hat. 

フランケンからは、特殊なかたちをした瓶に入ったワインが来る。（男性 2 格） 

3. In Wien haben wir die Touristen gesehen, denen wir schon in München begegnet sind. 

私たちは、すでにミュンヒェンで遭遇していた旅行客に、ヴィーンで出会った。 

（複数 3 格） 

4. Das Bier, das ich in München bestellt habe, hat sehr gut geschmeckt. 

私がミュンヒェンで注文したビールは、とてもおいしかった。（中性 4 格） 

5. Sie sucht einen Partner, mit dem sie Musik machen kann. 

彼女は、一緒に音楽をできるパートナーを探している。（男性 3 格） 
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6. Wie heißt die Frau, auf die er lange gewartet hat? 

彼が長いこと待っていた女性は、なんという名前ですか？（女性 4 格） 

7. Es gibt auf der Welt Dinge, für die es keine Erklärung gibt. 

世のなかには説明がつかないものごとがある。（複数 4 格） 

8. Hier ist etwas, was ich für wichtig halte.  

ここに、私が重要だと思うなにかがある。（中性 4 格、先行詞は etwas） 

9. Wer einmal gelogen hat, den glaubt man nicht mehr. 

一度嘘をついた者は、二度と信用されない。（1 格の不定関係代名詞） 

10. Was wir damals erlebt haben, können wir nie vergessen. 

当時体験したことを、私たちは決して忘れられない。（4 格の不定関係代名詞） 

 

教科書第 16課 A．形容詞・副詞の比較 （S. 62） 

 

教科書１ 形容詞の比較変化 

◇ 英語と同じく、ドイツ語の形容詞にも原級、比較級、最上級が存在する。辞書に載って

いる基本的なかたちはもちろん原級である。 

◇ 形容詞の比較変化には、やはり規則変化と不規則変化がある。不規則変化については、

gut – besser – best のように 3 比較変化形を覚える。 

◇ 規則変化は、 

・比較級は原級＋er によって、最上級は原級＋stによってつくる。 

・ウムラウトできる幹母音（a, u, o）を含む場合、比較級と最上級は変音するものが多い。 

・原級が-d, -t, -tz, -z, -s, -ss, -sch, -ß で終わる場合、最上級は原級＋est になる。 

  ＊ 英語の比較級（規則変化）が必ず-estであるのとは異なる。 

  ＊＊ ほか、いくつか細かい規則があるが、現段階ではこれだけ覚えればよい。 

◇ 不規則変化は、教科書にあるものを覚えること。 

  ＊ 厳密にいえば、viel（多い）は形容詞ではなく、不定代名詞の仲間である。この

ため、付加語として用いた場合でも、viel は性数格変化をしない場合が多い。また、

viel の比較級である mehr は、確実に性数格変化をしない。 （⇒教科書 S. 30） 

  ＊＊ 上記の性質は wenig（少ない）およびその比較級 weniger についても同じ。ほ

か genug（十分な、英語の enoughに相当）など。 

 

教科書２ 原級による比較の用法（同等比較） 

◇ 同等比較は so＋原級＋wie …による（英語の as＋原級＋as…に相当）。 

◇ wie は前置詞ではなく接続詞なので、wie の次には主語と同じ 1 格が来る。 

   （例）Joachim ist so alt wie Christian. 

（1 格）      （1 格） 
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◇ 同等比較の否定は劣等比較の意味になる。 

   （例）Er ist nicht so alt wie ich. 彼は私より年上ではない。 

      ＝ Er ist jünger als ich. 彼は私より若い。 

◇ 倍数や分数を表す形容詞を so＋原級＋wie …の前に挿入することで、「～倍」や「～分

の一」を表すことができる。doppelt（倍の）、dreimal（3 倍の）、halb（半分の）など。 

 

教科書３ 比較級の述語的用法 

◇ 比較級＋als …で、「比較対象（als 以下）より～である」の意味になる（英語の比較級

＋thanに相当）。 

◇ als は前置詞ではなく接続詞なので、als の次には主語と同じ 1 格が来る。 

 

教科書 Übung 2 （S. 63、CD トラック 79） 

2～3. 山や川の固有名詞にも文法上の性が決まっており、定冠詞をつけて呼ばれる。der 

Rhein（m. ライン川）、die Donau（f. ドナウ川）、die Jüngfrau（f. ユングフラウ）など。

日本の山や川にも性別が与えられる。der Fuji（m. 富士山）、der Tone（m. 利根川）など。 

 

教科書４ 最上級の述語的用法 

◇ 形容詞の最上級を述語的用法で用いて「最も～である」と言う場合、 

 ・定冠詞＋…ste（最上級の弱変化 1 格） 

 ・am＋…sten（最上級の弱変化 3 格） 

を用いる。形容詞の名詞化用法（⇒教科書 S. 41）と異なり、語頭が小文字になることに注

意。 

 

教科書５ 比較級・最上級の付加語的用法 

◇ 形容詞の比較級も形容詞の最上級も、付加語的用法として用いる場合、修飾する名詞の

性数格に応じて変化する。変化には、原級と同じく弱変化、強変化、混合変化の 3 種類があ

る。 （⇒教科書 S. 39-40） 

◇ 前述のように、viel（多くの）や wenig（少ない）の比較級である mehr や weniger は

性数格変化しない。 （⇒本配付資料 S. 2） 

◇ 形容詞の比較級を付加語的用法として用いた場合でも、比較の対象は als で表すのは変

わらない。 

 

教科書６ 副詞の比較 （S. 64） 

◇ ドイツ語の副詞にも原級、比較級、最上級が存在する。 

◇ 不規則変化の副詞としては、さしあたり gern – lieber – am liebsten を覚える。 
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◇ 副詞の場合も、同等比較、比較級＋als の用法については形容詞と同じ。 

◇ ただし、副詞の最上級は常に am＋-sten となる。 

 

〈形容詞・副詞の不規則比較変化のまとめ〉 （補足） 

◇ 以下の表の太字部分を覚えること。 

 原級 比較級 最上級 意味 

形

容

詞 

gut besser best よい 

viel mehr meist 多い 

groß größer größt 大きい 

hoch höher höchst 高い 

nah näher nächst 近い 

副

詞 

gern lieber am liebsten 好んで 

bald eher am ehesten すぐ 

oft öfter am öftesten 頻繁に 

wohl wohler 

/besser 

am wohlsten 

/am besten 

よく 

  ＊ 繰り返して言うが、厳密には viel – mehr - meist は形容詞ではない。 

  ＊＊ hoch[hoːx] – höher[høːər] – höchst[høːçst]の発音に注意。 

 

教科書７ 比較級を用いた重要表現 

◇ je＋比較級 … , desto＋比較級 …については、je＋比較級が副文、desto＋比較級が主

文になる。このため、je＋比較級は定動詞後置、desto＋比較級は定動詞第 2 位（desto＋比

較級のすぐあとに定動詞）。 

   （例）Je mehr er trank, desto lustiger wurde er. 

        副文        主文 

      Je mehr man lernt, desto weiser wird man. 

副文        主文 

       学べば学ぶほど賢くなる。 

 

連絡先など 

教員のメールアドレス：tokan@nifty.com 教員のウェブサイト：http://hhasegawa.la.coocan.jp/ 

授業のウェブサイト（進度表示、配付資料あり）：http://hhasegawa.la.coocan.jp/lecture/ 

 


